
厚生労働省における主な薬物乱用防止普及啓発活動

○青少年層への啓発強化

○様々な形態・媒体を通じた普及啓発の推進

○薬物乱用防止指導員の資質の向上

小学6年生保護者、高校卒業予定者、有職・無職
の未成年を対象とした薬物乱用防止啓発読本を
作成、配布

薬物乱用防止啓発訪問事業として、教育機関等
に講師を派遣して、新たに作成した教材を基に
効果的な普及啓発を図るとともに、Facebookや
Twitterを活用して情報を発信

薬物乱用防止指導員や都道府県の啓発担当者等が、
最新の薬物情報に基づいて薬物乱用防止の普及啓発
ができるよう、全国6箇所で研修会を開催

公式サイト http://www.d-info.net/
Facebook https://www.facebook.com/stopthedrug
Twitter https://twitter.com/StopTheDrug

薬物乱用防止啓発訪問事業公式サイト、Facebook 、Twitter

【小学６年生
保護者向け】

【高校卒業
予定者向け】

【青少年向け】
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○危険ドラッグを含めた薬物乱用に関する啓発等の強化

・指定薬物の新たな指定や規制強化がなされた場合にその
主旨を周知するポスターの作成しＨＰへ掲載

・「あやしいヤクブツ連絡ネット」を積極的に活用し、指定薬物
等に関連する情報の収集や提供、相談対応を行い、国民が
一元的に指定薬物の危険性等に関する情報にアクセスでき
るようにした

○再乱用防止にかかる啓発

・全国６カ所での再乱用防止講習会の実施（薬物依存症
の専門家を招いた講義も実施）

・薬物乱用者・依存症者の家族のための小冊子を作成、
関係団体に配布
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○『ダメ。ゼッタイ。』普及運動（運動期間：６月２０日～７月１９日）

○麻薬・覚醒剤乱用防止運動（運動期間：１０月１日～１１月３０日）

地域における国民的啓発運動の実施
○不正大麻・けし撲滅運動（運動期間：５月１日～６月３０日）

【目的】 官民一体となり、国民の薬物乱用問題に対する認識を高め、併せて「国際
麻薬乱用撲滅デー」の周知を図ることを目的とした運動を全国的に展開
※ 国際麻薬乱用撲滅デーとは、昭和62年に開催された「国連麻薬閣僚会議」の終了日の６月
２６日を「国際麻薬乱用撲滅デー」とし、各国がこの宣言の趣旨を普及する日とされた。

【主催】 厚生労働省、都道府県、公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センター
【主な実施事項】 ６・２６ヤング街頭キャンペーン、地域団体キャンペーン

【目的】 薬物乱用による危害を広く国民に周知し、国民一人一人の認識を高める
ことにより、麻薬・覚醒剤等の薬物乱用の根絶を図ることを目的とした運動を
全国的に展開

【主催】 厚生労働省、都道府県
【主な実施事項（平成28 年度実施）】

厚生労働省と都道府県の共催による麻薬・覚醒剤乱用防止運動地区大会
を開催
（山形大会、東京大会、石川大会、大阪大会、広島大会、くまもと大会、沖縄大会）

【目的】 不正栽培と自生している大麻やけしを撲滅するため、これらの大麻やけし
の発見、除去と大麻やけしに関する正しい知識の普及のための広報啓発を
主な内容とする運動を全国的に展開

【主催】 厚生労働省、都道府県
【主な実施事項】 不正大麻・けしの発見及び除去、リーフレット等の配布
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